丹羽高等学校体育施設スポーツ開放要綱

第１条（目的）

　　この要綱は、広く町民にスポーツ活動の機会を与えるため、丹羽高等学校の体育施 

  設を学校教育の支障のない範囲で開放し、スポーツの健全な普及・発展を図るととも

　に、あわせて地元町民の健康の保持・増進と体力の向上並びに親睦を深め、生活を楽

　しく豊かにすることを目的とする。

第２条（開放校の指定）

　　前条の目的を達成するため、地域の要望、学校の事情等を勘案して、丹羽高等学校

　をスポーツ活動のために開放するものとする。

第３条（開放校の管理及び校長の管理責任）

　　学校施設の開放に関する事務・管理は、大口町・扶桑町の両教育委員会が行うもの

　とする。

　２　開放校の校長は、スポーツ開放に伴う管理上の責任を負わないものとする。

第４条（運営委員会の設置）

　　丹羽高等学校体育施設の開放を円滑にするため、学校体育施設開放運営委員会（以

　下「運営委員会」という）を設置し運営管理に万全を期するものとする。

　２　運営委員の構成

　　運営委員は、次の者の内から教育委員会が委嘱する。

（1） 教育委員会の代表者

（2） 学校長及び学校関係職員代表

（3） 地域の代表者

　３　運営委員会の組織及び運営

（1） 運営委員会は次の役員を置くものとする。

　　　ア　運営委員長　　　　　１名

　　　イ　運営副委員長　　　　１名

　　　ウ　運営書記　　　　　　１名

　　　エ　会計　　　　　　　　１名

　　　オ　監事　　　　　　　　２名

（2） 運営委員長（以下「委員長」という）及び他の役員は、委員の互選とする。

　　　ア　委員長は本会を代表して会務を総理し、会議の議長となる。

　　　イ　副委員長は委員長を補佐し、委員長に事故あるときは、その職務を代理する。

　　　ウ　書記は運営委員会の事務を担当する。

　　　エ　会計は経理を担当する。

　　　オ　監事は会計の監査をする。

　　　カ　委員の任期は２年とし、再任は妨げない。ただし、委員に欠員が生じた場合

　　　　の補欠委員の任期は、前任者の残任期間とする。

　４　運営委員会の任務

　　運営委員会は、学校体育施設の開放を円滑に実施するため、次の任務にあたる。

（1） 利用者の許可及び取り消し

（2） 管理指導員の選出

（3） その他、学校体育施設開放に必要な事項

第５条（開放日及び開放時間）

　　開放日及び開放時間は、運営委員会で協議し、委員長が定めるものとする。ただし、

　学校教育に支障が生じた場合は中止できる。

第６条（利用者の範囲）

　　開放校の体育施設を利用できる者は、スポーツ活動を目的とし、責任者がいて１０

　名以上で構成されている団体又はチームで、運営委員会に登録されている者である。

第７条（登録）

　　施設を利用する団体及びチームは、大口町・扶桑町の在住者および在勤者に限り、

　登録申請書を運営委員会に提出しなければならない。

　２　委員長は、登録の申請があった場合、運営委員会で審査し適当と認められる場合

　　は、これを許可し登録証を交付する。ただし、登録証の有効期限は当該年度のみと

　　する。

　３　委員長は、登録団体が次の事項のいずれかに該当した場合は、登録を取り消すこ

　　とができる。

（1） スポーツ活動以外の目的で体育施設を利用したとき。

（2） 管理指導員の指示に従わなかったとき。

（3） その他、登録団体として不適格と認めたとき。

第８条（利用の許可）

　　施設を利用する団体及びチームは、学校施設利用願いを、前月１５日までに運営委

　員会に提出し許可を受けるものとする。

　２　夜間照明施設の利用については、丹羽高等学校夜間照明施設利用許可申請書（様

　　式第２以下「夜間照明施設利用許可申請書」という。 ）を前月の第３土曜日までに

　　運営委員会に提出し許可を受けるものとする。

第９条（夜間照明施設使用料）

　　夜間照明施設を利用する者は、別に定める実施要領の料金を支払うものとする。

第 eq \o\ac(10,　)条（管理指導員）

　　開放時における施設の管理および指導のため、管理指導員を置くものとする。

第 eq \o\ac(11,　)条（事故の処理）

　　開放中の事故については、すべて利用者において処置するものとする。

第 eq \o\ac(12,　)条（利用者の賠償責任）

　　利用者は、開放校の施設・設備を故意又は過失により、破損又は忘失した場合には、

　その損害について賠償を負うものとする。

　　付　則

　　　この要綱は、昭和５１年６月１８日から施行する。

　　　改　正　　　昭和５５年４月１日

